
緊急事態宣言の発令されている地域および感染が拡大している
地域に移動した場合の自宅待機解除・登校基準

ワクチン2回接種後、
2週間経過している。

はい

いいえ

①帰広後、14日間自宅待機
（毎日体温測定と健康観察記録で異常なし）

or

② 帰広後、６日間自宅待機
⇒ PCR検査 ⇒ 陰性確認

はい

自
宅
待
機
解
除

はい

（上記以外の例外的対応）
帰広後、自宅待機中、学部長等が止むを得ず登校が必要と判断した場合
登校日の朝 ⇒ 抗原検査※ ⇒ 陰性確認

はい

※抗原検査については、現在検討中。

・該当地域において同居者以外の者との
会食やマスク無しでの長時間の会話な
ど、感染リスクの高い行動をとっていな
い（２週間の行動記録）。

・直近の２週間、体調に異常が無い。

はい

いいえ

☆いずれの場合も体調に少しでも異常がある場合の登校は控え、適切な対応を図ってください。
なお、実習や試験ならびに就職活動等で学部・学科により対応が異なる場合あります。詳細については、

各所属学部等の指示に従ってください。

感染拡大地域の定義は、当該地出立時点で、『政府等が示す10万人あたり
の新規感染者数が1週間で15人以上』の地域とします。

【参考】https://covid-19.nec-solutioninnovators.com/

学部長
等許可

登
校
可
。

帰広後6日間は、特に
健康に留意して感染リ
スクの高い行動を慎む
よう努めてください。

https://covid-19.nec-solutioninnovators.com/

